
� 4月4日現在の本部報告分　8地連本19組合・支部　6933人が妥結

【北海道地連】
安全永楽交通労働組合　2月28日　生活支援助成金として、個人営収11カ月分（24年4
月～25年2月）の1％分を支給。平均支給額は70,000円以上で前年比40,000円アップ。最
低でも10,000円は保証
※前号で0.5％と報じたが、再交渉により1％支給に上方修正し再妥結
朝日交通労働組合　3月10日　現行賃金制度維持▽年間一時金（夏季・秋季・冬季）を
協定通りに支給▽振替勤務の柔軟化▽ワイシャツ支給
全自交相互交通労働組合　4月1日　現行賃金制度維持	 ▽有給休暇取得時の手当
改善（固定給＋歩合給の平均額を補償）

【山形地本】
今村支部　3月31日　現行賃金制度維持▽夏季一時金として半期営収の1.2％

【千葉地連】
京成タクシー佐倉八街労働組合　3月1日　現行賃金制度維持▽春闘解決一時金組合員
12,000円、非組合員6,000円、定時制組合員6,000円、定時制非組合員3,000円
京成佐倉タクシー労働組合　3月18日　現行賃金制度維持▽解決一時金15,000円▽稼働車
両増加

【東京地連】
荏原交通ユニオン　3月13日　現行賃金制度維持▽春闘特別賞与として最高25,000円支
給（乗務日数・迎車回数・成績・事故の期間実績による）▽労使の事前協議制を確認
▽車内タブレットの改修
京王自動車労働組合　3月24日　タクシー乗務員＝現行賃金制度維持、バス乗務員＝基
本給ベア7,600円（3.2％）、パート社員＝基本時間給ベア45円（3.2％）▽生活改善一
時金を獲得。タクシー乗務員は昨年支給がなかったが一律15,000円を獲得。事務、整
備職、正社員、嘱託社員は一律10,000円。パート社員5,000円▽ハイヤー乗務員の諸課
題や、忌引休暇取得時の賃金について継続協議
日交労働組合　3月31日　タクシー＝現行賃金制度維持▽ハイヤー＝ベア10,000円（本
給5,000円・手当5,000円）、定昇1,800円▽タクシーの業績評価一時金に最高ランク
（支給額75,000円）を新設▽日交埼玉は一時金歩率＋1％▽ハイヤー年間一時金620,000
円（前年比20,000円増、別途年功加算有）▽タクシー車の１割に完全包囲型防犯板を
導入し女性・新人に優先配備▽車内嘔吐時に利用者から20,000円請求の明確化（全額
乗務員に支給）▽運賃改定時に交通費実費支給の方向で合意
大和自動車交通労働組合　4月1日　定昇全職種300円▽賞与＝タクシー前年同基準、
ハイヤー440,000円（前年比＋20,000円）、職員450,000円（前年同額）、工員415,000
円（前年同額）▽自動車整備士資格手当を各級ごとに増額（＋500～1,000円）▽タク
シー・ハイヤーで連休期間基準額見直し▽ハイヤーで無事故無違反表彰制度を新設▽
ハイヤーで公出時のゴルフ送迎補償額を増額（＋2,000円）

【山梨地連】
山梨交通ＹＫタクシー労働組合　3月27日　乗務員＝現行賃金制度維持、内勤者＝ベア
2,000円▽乗務員賞与基準を改定。従来は月間営収400,001円以上が対象で3～5％の支給
額だったが、300,000～400,000円で2％の支給区分を新設▽定時制勤務者の交通費増額
（6,600円→8,000円）

【愛知地連】
名鉄知多タクシー労働組合　3月19日　現行賃金制度維持▽解決一時金＝一律2,500円▽
車両乗換手当500円⇒1,000円
名鉄交通労働組合　3月27日　乗務員＝ベア本給2500円、業務社員＝ベア本給5,000円
▽年間臨時給の歩率改定（＋0.2％～0.5％）▽春闘解決一時金一律2,500円▽通勤旅費規
定見直し（25㎞以上10,000円⇒15,000円）
名鉄四日市タクシー労働組合　3月27日　現行賃金制度維持▽期末一時金5,000円（平
均）▽75歳以降の短時間勤務新設・制服支給基準改善

【新潟地連】
柏崎交通労働組合　3月21日　ベア4,000円＋定昇1,000円で一律5,000円昇給▽同時に
初任給も一律4,000円アップ▽時給制のバス乗務員の時給一律1,150円、その他乗務
員1,050円▽期末手当として一律100,000円支給▽夏季一時金200,000円、冬季一時金
300,000円で合意
アイエムタクシー労働組合　3月24日　現行賃金制度維持▽決算賞与として一律15,000円
支給
新発田観光タクシー労働組合　3月27日　現行賃金制度維持▽春闘解決金10,000円

【石川ハイタク連合会】
石川近鉄タクシー労働組合　3月14日　現行賃金制度維持▽春闘解決一時金2,500円～
5,000円▽震災対応特別手当2,500円～5,000円▽深夜勤務手当（1回800円→1,000円）▽
洗車カード1,000円分支給▽乗務員研修計画実施
石川交通労働組合　3月24日　乗務員ベア500円▽期末一時金4,000円～8,000円▽下車勤
務手当増額（1時間当たり2,200円→2,700円）

２０25春闘　妥結第二弾

最
近
、
話
題
の

「
テ
ク
ノ
封
建

制
」
と
い
う
本

が
あ
る
▽
グ
ー

グ
ル
や
ア
ッ
プ

ル
、
ア
マ
ゾ
ン
、

そ
し
て
ウ
ー

バ
ー
な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー�

企
業
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー

は
、い
ま
や
『
デ
ジ
タ
ル
領
土
』

を
思
い
通
り
に
支
配
す
る
領
主

と
な
っ
て
い
て
、
従
来
の
資
本

主
義
の
主
役
だ
っ
た
大
企
業
す

ら
そ
の
家
臣
、
一
般
の
我
々
は

小
作
農
の
立
場
に
あ
る
と
い
う

恐
ろ
し
い
分
析
を
し
た
本
だ�

▽
で
は
、
我
ら
が
タ
ク
シ
ー
業

界
で
「
新
た
な
領
主
」
の
地
位

を
狙
う
の
は
誰
か
。
配
車
ア
プ

リ
の
運
営
会
社
に
ほ
か
な
ら
な

い
▽
顧
客
を
握
っ
た
ア
プ
リ
会

社
の
権
力
は
大
き
く
な
る
一
方

だ
。
さ
ら
に「
優
先
配
車
料
金
」

や
「
割
引
ク
ー
ポ
ン
」
な
ど
、

ア
プ
リ
会
社
が
利
用
者
に
設
定

す
る
価
格
は
『
旅
行
業
法
に
基

づ
く
便
益
の
対
価
』
と
し
て
タ

ク
シ
ー
の
運
賃
・
料
金
と
は
別

物
と
さ
れ
、
何
の
規
制
も
な
く

野
放
し
の
状
態
に
あ
る
▽
と
こ

ろ
が
国
土
交
通
省
は
先
日
、
ア

プ
リ
手
数
料
に
つ
い
て「
運
賃・

料
金
規
制
の
対
象
と
す
る
こ
と

を
検
討
す
べ
き
」
と
の
方
針
を

新
た
に
示
し
た
▽
大
い
に
期
待

し
た
い
。
デ
ジ
タ
ル
領
主
を
規

制
す
る
権
力
を
持
つ
の
は
行
政

だ
け
だ
▽
我
々
労
働
者
が
、
江

戸
時
代
の
よ
う
に
「
民
は
生
か

さ
ず
殺
さ
ず
」
の
地
位
に
追
い

や
ら
れ
る
前
に
。

�

Ｋ
・
Ｔ

日
交
労
ハ
イ
ヤ
ー　
ベ
ア
１
万
円

25
春
闘　
前
進
相
次
ぐ

冬
季
割
増
運
賃
に
光
明

  

日
本
維
新
の
会
は
４
月
11
日
、
衆
議
院
に

議
員
立
法
と
し
て
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
事
業
に

係
る
制
度
の
導
入
に
関
す
る
法
律
案
」
を
提

出
し
ま
し
た
。

　

法
案
は
実
質
的
に
「
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
の
完

全
解
禁
」
を
目
的
と
し
、
▽
タ
ク
シ
ー
事
業

者
以
外
の
参
入
▽
ド
ラ
イ
バ
ー
は
二
種
免
許

不
要
で
業
務
委
託
型
を
推
進
▽
台
数
や
導
入

す
る
地
域
・
期
間
・
場
合
を
無
制
限
に
▽
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
な
ど
の
内
容

で
、
利
用
者
の
安
全
、
労
働
者
の
生
活
、
地

域
の
公
共
交
通
を
破
壊
す
る
悪
法
で
す
。

　

現
状
、
同
法
案
が
成
立
す
る
見
込
み
は
、

ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
の
選
挙
結
果
に

よ
っ
て
は
予
断
を
許
し
ま
せ
ん
。
完
全
解
禁

阻
止
の
た
め
、
闘
争
を
強
化
し
ま
し
ょ
う
。

組
、
石
川
交
通
労
組
、
柏
崎
交
通

労
組
が
月
例
賃
金
の
ベ
ア
を
勝
ち

取
り
ま
し
た
。

　

ま
た
大
半
の
組
合
が
、
運
賃
改

定
を
見
据
え
、現
行
賃
金
制
度（
＝

労
働
分
配
率
）の
維
持
を
確
認
し
、

別
途
、
一
時
金
等
の
増
額
を
勝
ち

取
っ
て
い
ま
す
。
迎
車
料
金
が
無

料
の
東
北
地
方
で
は
、
迎
車
料
金

の
実
現
を
求
め
る
闘
い
も
続
い
て

い
ま
す
。�

▼
４
面
に
記
事

　

一
方
、
他
産
業
で
は
前
年
以
上

　

全
自
交
労
連
加
盟
組
合
の

２
０
２
５
春
闘
は
、
３
月
27
日
の

回
答
指
定
日
を
過
ぎ
、
多
く
の
妥

結
報
告
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

日
交
労
が
、
ハ
イ
ヤ
ー
乗
務
員

に
お
い
て
、
月
例
賃
金
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
１
万
円
＋
定
昇
１
８
０
０

円
の
輝
か
し
い
成
果
を
勝
ち
取
っ

た
こ
と
を
は
じ
め
、
乗
務
員
や
内

勤
職
員
の
ベ
ア
報
告
が
相
次
ぎ
、

京
王
自
動
車
労
組
、
名
鉄
交
通
労

組
、
山
梨
交
通
Ｙ
Ｋ
タ
ク
シ
ー
労

の
妥
結
が
相
次
ぎ
、
４
月
３
日
時

点
の
連
合
の
集
計
で
は
、
平
均
で

１
万
７
３
５
８
円
（
５
・
42
％
）、

従
業
員
数
99
人
以
下
の
職
場
で
も

　

国
土
交
通
省
は
３
月
12
日
、
全

タ
ク
連
の
理
事
会
で
「
寒
冷
地
の

道
県
に
つ
い
て
は
積
雪
量
に
よ
ら

ず
、
必
要
な
事
業
者
が
冬
季
割
増

運
賃
を
設
定
で
き
る
こ
と
と
す
べ

き
で
は
な
い
か
」
と
の
方
向
性
を

示
し
ま
し
た
。

　

現
状
で
は
北
海
道
、
秋
田
、
山

形
、
新
潟
、
長
野
の
積
雪
量
の
多

い
一
部
地
域
の
み
冬
季
の
運
賃
２

割
増
し
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
見
直
し
が
実
現
す
れ
ば
、
対

象
地
域
は
北
海
道
・
東
北
・
北
陸

信
越
の
全
域
に
拡
大
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
、
営
収
と
賃
金
の
改
善

が
見
込
ま
れ
ま
す
。

１
万
１
６
６
９
円
（
４
・
69
％
）

の
賃
上
げ
が
実
現
。

　

タ
ク
シ
ー
乗
務
員
と
全
産
業
の

２
０
２
４
年
の
年
収
格
差
は
約

１
１
２
万
円
と
な
り
、
前
年
よ
り

約
24
万
円
拡
大
し
ま
し
た
。　

�

▼
２
・３
面
に
記
事

　

見
直
し
の
背
景
に
は
、
全
自
交

青
森
地
連
の
江
良
實
・
特
別
執
行

委
員
が
「
豪
雪
の
青
森
で
な
ぜ
冬

季
割
増
が
認
め
ら
れ
な
い
の
か
」

と
再
三
、
国
交
省
に
訴
え
て
き
た

よ
う
に
、
寒
冷
地
で
働
く
全
自
交

の
仲
間
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

交通の安全と労働を考える市民会議

「万博と日本版ライドシェア
� 24時間解禁の先に何があるか？」
～大阪から公共交通の『未来』を考える～

� ５月１０日１４時～
エルおおさか（大阪府立労働センター）

ライドシェア完全解禁
維新が法案提出

ハイタク・観光バス・自教労働者の新聞 全自交労連ホームページhttp://www.zenjiko.or.jp　　公式X（旧ツイッター）＠zenjiko_roren
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２面：国交省交渉「賃金の適
正分配」
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タダじゃない」
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タ
ク
シ
ー
年
収
伸
び
悩
み

格
差  
再
び
100
万
円
超
…

全
国
の
法
人
タ
ク
シ
ー
乗
務
員

の
２
０
２
４
年
の
推
計
平
均
年
収
は

４
１
４
万
８
５
０
０
円
で
し
た
。
23

年
の
年
収
と
比
べ
、
４
万
１
４
０
０

円
の
マ
イ
ナ
ス
で
す
。
タ
ク
シ
ー
の

年
収
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け

た
21
年
に
２
８
０
万
４
０
０
０
円
ま

で
落
ち
込
み
、
そ
の
後
、
需
要
回
復

と
運
賃
改
定
の
効
果
で
Ｖ
字
回
復
を

し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
多
く
の

地
域
で
前
回
の
運
賃
改
定
か
ら
時
間

が
過
ぎ
、
営
収
と
賃
金
が
伸
び
悩
ん

で
い
る
現
状
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一
方
で
、
全
産
業
の
平
均
年

収
は
毎
年
の
大
幅
な
賃
上
げ
で
右

肩
上
が
り
と
な
っ
て
お
り
、
昨

年
よ
り
20
万
５
０
０
円
高
い
、

５
２
６
万
９
９
０
０
円
ま
で
上
昇
。

　

タ
ク
シ
ー
と
全
産
業
の
年
収
格

差
は
23
年
に
87
万
９
５
０
０
円
ま

で
縮
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
24
年

は
１
１
２
万
１
４
０
０
円
と
な
り
、

再
び
百
万
円
以
上
の
格
差
に
拡
大

し
て
い
ま
す
。
東
京
で
は
23
年
に

タ
ク
シ
ー
乗
務
員
の
年
収
が
全
産

業
平
均
を
上
回
る
歴
史
的
な
逆
転

が
お
き
ま
し
た
が
、
24
年
は
タ
ク

シ
ー
年
収
が
約
84
万
円
減
少
し
た

一
方
で
、
全
産
業
年
収
は
60
万
円

以
上
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

再
び
格
差
を
縮
め
て
い
く
た
め

に
は
、
今
春
闘
で
の
奮
闘
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
運
賃
や
迎
車
料
金

の
価
格
転
嫁
を
早
急
に
実
現
し
、

営
業
収
入
を
大
幅
に
上
げ
、
賃
金

に
適
正
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　

推
計
年
収
は
厚
生
労
働
省
が
３

月
17
日
に
公
表
し
た
２
０
２
４
年

賃
金
構
造
基
本
統
計
調
査
を
基
に

算
出
し
ま
し
た
。

　

ハ
イ
タ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
全
自

交
労
連
・
交
通
労
連
ハ
イ
タ
ク
部

会
・
私
鉄
総
連
ハ
イ
タ
ク
協
議

会
）
は
、
３
月
６
日
に
国
土
交
通

省
へ
の
要
請
交
渉
を
行
い
、
全
国

か
ら
集
結
し
た
約
１
０
０
名
の
労

働
者
が
、
国
交
省
に
意
見
し
改
善

を
求
め
ま
し
た
。
タ
ク
シ
ー
政
策

議
員
連
盟
の
国
会
議
員
計
61
名
が

行
政
交
渉
に
立
ち
合
い
ま
し
た
。

国
交
省
の
小
林
太
郎
大
臣
官
房
審

議
官
は
「
皆
さ
ま
の
労
働
条
件
改

善
は
（
政
策
の
）
大
き
な
柱
だ
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

賃
金
に
関
す
る
要
請
に
対
し
、

国
交
省
側
は
「
運
賃
改
定
で
労
働

条
件
が
悪
化
す
る
よ
う
な
こ
と
を

し
て
い
る
事
業
者
に
は
指
導
し
、

皆
様
の
安
定
収
入
に
つ
な
が
る
よ

う
取
り
組
み
た
い
」
と
回
答
。
迎

車
料
金
を
乗
務
員
に
還
元
し
な
い

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
国
交
省
担

当
者
が
「
個
人
的
な
考
え
」
と
前

置
き
し
つ
つ
「
お
迎
え
に
行
く
あ

い
だ
も
労
働
。
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん

に
還
元
さ
れ
る
べ
き
だ
」
と
踏
み

込
ん
で
回
答
し
ま
し
た
。

　

一
方
、
大
阪
の
24
時
間
運
行
を

は
じ
め
と
し
た
日
本
版
ラ
イ
ド

シ
ェ
ア
の
無
制
限
な
規
制
緩
和
に

つ
い
て
は
、
労
働
側
か
ら
指
摘
・

質
問
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
国
交

省
側
か
ら
、
ま
と
も
な
回
答
が
な

く
、
不
満
も
残
り
ま
し
た
。

　

ま
た
特
定
・
準
特
定
地
域
の
指

定
基
準
に
関
し
、
乗
務
員
の
充
足

状
況
を
加
味
し
て
、
変
更
を
検
討

す
る
意
向
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

【
国
交
省
・
厚
労
省
交
渉
で
の
主
な
発
言
者
】

　
右
か
ら
時
計
回
り
に
▽
日
本
版
Ｒ
Ｓ
の
労
務
管
理
に
つ
い
て
質
し
た
全
自
交
神
奈
川
の

坂
本
良
介
副
委
員
長
▽
「
マ
ッ
チ
ン
グ
率
」
の
デ
ー
タ
の
信
憑
性
や
ア
プ
リ
手
数
料
の
法

的
位
置
づ
け
を
聞
い
た
全
自
交
北
海
道
の
鈴
木
久
雄
委
員
長
▽
タ
コ
グ
ラ
フ
の
義
務
化
を

求
め
、
日
本
版
Ｒ
Ｓ
の
問
題
を
訴
え
た
全
自
交
兵
庫
の
成
田
次
雄
書
記
長
▽
Ｊ
Ｐ
Ｎ
タ
ク

シ
ー
の
改
良
を
訴
え
た
全
自
交
北
信
越
の
石
橋
剛
委
員
長
▽
日
本
版
Ｒ
Ｓ
の
終
了
条
件
を

示
せ
と
求
め
た
全
自
交
岩
手
の
森
茂
委
員
長
▽
大
阪
で
日
本
版
Ｒ
Ｓ
24
時
間
を
認
め
た
法

的
根
拠
に
関
し
、
鋭
く
質
問
し
た
私
鉄
関
西
ハ
イ
タ
ク
労
連
の
大
南
昌
彦
委
員
長

国交省 要請交渉
ハイタクフォーラム

迎
車
料
金

乗
務
員
へ

全自交の溝上泰央委員長（右から２人目）ら、ハイタク労働３団体の代表
者が、国交省の小林太郎大臣官房審議官（同３人目）に要請書を手交
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迎車料金の実現を！
山形・宮城　協会に要請

全自交東北　春闘セミナー

も
り
や
議
員
が
熱
弁

「
補
償
賃
金
」論
に
反
響

勝ち取ろう迎車・予約料金

　

全
自
交
東
北
地
方
連
合
会
は
３

月
23
日
、
山
形
県
米
沢
市
の
「
ア

ク
テ
ィ
ー
米
沢
」
で
２
０
２
５
春

闘
・
政
策
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
高
橋
学
委
員
長
は
「
政
策

闘
争
を
真
剣
に
や
っ
て
い
こ
う
。

今
こ
そ
タ
ク
シ
ー
が
重
要
な
社
会

イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
と
訴
え
る
時
だ
。

乗
務
員
不
足
が
こ
れ
ほ
ど
深
刻
に

な
っ
た
こ
と
は
な
い
。『
国
家
政
策

と
し
て
公
共
交
通
を
守
る
』
た
め

現
場
か
ら
声
を
上
げ
よ
う
」
と
述

べ
ま
し
た
。

　

各
単
組
が
春
闘
交
渉
に
突
入
し

て
い
る
中
、
東
北
全
県
で
い
ま
だ

無
料
の
迎
車
料
金
（
迎
車
回
送
料

金
）
や
、
時
間
や
車
種
の
予
約
料

金
の
実
現
に
向
け
た
運
動
の
強
化

が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
り
ま
し
た
。

価
格
転
嫁
に
よ
っ
て
大
幅
な
賃
金

改
善
を
実
現
す
る
た
め
、
東
北
地

連
全
体
の
統
一
要
求
と
し
て
事
業

者
や
協
会
に
迎
車
・
予
約
料
金
の

設
定
を
求
め
て
い
く
方
向
性
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
師
と
し
て
お
招
き
し
た
東
北

運
輸
局
旅
客
二
課
の
関
澤
真
課
長

は
、
タ
ク
シ
ー
の
運
賃
・
料
金
の

種
類
と
仕
組
み
、
値
上
げ
に
必
要

な
手
続
き
な
ど
を
丁
寧
に
解
説
し
、

　

全
自
交
静
岡
ハ
イ
タ
ク
連
合

会
は
3
月
19
日
、
熱
海
市
内
で
、

伊
豆
地
域
の
自
治
体
議
員
と
地

域
公
共
交
通
の
課
題
と
対
策
に

つ
い
て
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。
連
合
静
岡
も
参
加
し
全

自
交
か
ら
は
西
尾
喜
久
夫
・
静

岡
ハ
イ
タ
ク
事
務
局
長
、
本
田

有
・
本
部
書
記
次
長
が
参
加
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
地
域
に
は

交
通
の
専
門
家
が
い
な
い
」「
財

源
が
確
保
で
き
な
い
」
と
窮
状

が
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

西
尾
事
務
局
長
は
「
タ
ク
シ
ー

事
業
者
に
よ
る
柔
軟
な
取
り
組

み
も
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

伊
豆
地
域
に
は
対
応
可
能
な
タ

ク
シ
ー
事
業
者
が
ま
だ
ま
だ
あ

る
。
安
易
に
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
議

論
に
向
か
う
の
で
は
な
く
、
今

後
も
タ
ク
シ
ー
と
い
う
安
全
な

移
動
手
段
を
提
供
し
続
け
る
方

法
を
模
索
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

「
迎
車
回
送
料
金
は
東
北
で
は
ま

だ
１
社
も
導
入
さ
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
他
の
運
輸
局
管
内
で
は
多
く

の
会
社
が
導
入
し
て
い
ま
す
」
と

述
べ
、
札
幌
や
福
岡
に
お
け
る
最

近
の
導
入
事
例
も
紹
介
し
ま
し
た
。

　

全
自
交
本
部
の
津
田
光
太
郎
書

記
次
長
も
春
闘
に
つ
い
て
講
演
し
、

全
国
で
の
迎
車
・
予
約
料
金
の
具

体
例
を
「
札
幌
で
は
迎
車
２
０
０

円
に
時
間
予
約
８
０
０
円
で
合
計

１
０
０
０
円
。
京
都
で
は
あ
の
Ｍ

Ｋ
タ
ク
シ
ー
で
す
ら
、
予
約
料
金

を
始
め
た
」
と
紹
介
。
事
業
者
へ

価
格
転
嫁
を
要
求
し
、
同
時
に
春

闘
で
労
働
分
配
率
を
改
悪
さ
せ
な

い
合
意
を
結
ぶ
こ
と
の
重
要
性
を

強
調
し
ま
し
た
。

　
山
形
県
選
挙
区
の
は
が
み
ち
や
参
議

院
議
員
（
無
所
属
）
が
来
賓
参
加
し
、

営
業
区
域
の
統
合
に
向
け
た
働
き
か
け

な
ど
、国
政
で
の
実
績
を
報
告
し
ま
し
た
。

め
る
。
そ
う
い
う
考
え
方
が
必
要

だ
」
と
述
べ
『
準
公
務
員
』
と
言

う
べ
き
仕
事
に
賃
金
を
補
償
す
る

制
度
を
提
唱
し
ま
し
た
。

　

国
会
で
発
言
し
、
労
働
組
合
や

市
民
、
自
治
体
議
員
と
の
議
論
を

重
ね
て
世
論
を
つ
く
り
、
公
契
約

条
例
や
特
定
最
低
賃
金
な
ど
、
す

で
に
あ
る
制
度
も
活
用
し
て
実
現

を
目
指
す
考
え
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
実
現
の
た
め

に
我
々
は
何
を
す
べ
き
か
」
と
質

問
が
出
る
な
ど
、
大
き
な
反
響
が

あ
り
ま
し
た
。

　

東
北
地
連
セ
ミ
ナ
ー
に
は
、
全

自
交
労
連
が
推
薦
す
る
、
も
り
や

た
か
し
参
議
院
議
員
（
私
鉄
総
連

組
織
内
・
立
憲
民
主
党
）
が
駆
け

付
け
、
約
１
時
間
、
組
合
員
と
の

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

も
り
や
議
員
は
持
論
と
し
て
、

過
疎
地
域
の
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
な

ど
の
社
会
に
不
可
欠
な
労
働
者
に

対
し
「『
補
償
賃
金
』
を
導
入
す
べ

き
だ
」
と
主
張
。「
地
域
最
賃
（
ま

た
は
そ
れ
以
上
）
の
金
額
を
国
や

自
治
体
が
補
償
し
た
上
で
、
売
り

上
げ
に
応
じ
た
賃
金
は
労
使
で
決

　

東
北
各
県
の
地
連
・
地
本
は
迎

車
料
金
や
予
約
料
金
の
実
現
に
向

け
運
動
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

全
自
交
山
形
地
方
本
部
の
遠
藤

栄
二
委
員
長
は
３
月
26
日
、
山
形

県
ハ
イ
ヤ
ー
協
会
の
石
川
康
夫
会

長
に
「
迎
車
料
金
等
の
設
定
と
賃

金
へ
の
適
正
配
分
を
求
め
る
要
請

書
」
を
提
出
。
全
自
交
宮
城
地
方

本
部
の
大
沼
富
士
雄
委
員
長
代
行

も
３
月
28
日
に
、
宮
城
県
タ
ク

シ
ー
協
会
の
髙
澤
雅
哉
会
長
に
同

じ
内
容
の
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

要
請
書
は
、
東
北
以
外
で
は
迎

車
料
金
や
予
約
料
金
が
当
た
り
前

に
設
定
さ
れ
、
労
使
双
方
の
増
収

に
つ
な
が
っ
て
い
る
事
実
を
指

摘
。
両
委
員
長
は
「
お
迎
え
や
待

機
の
時
間
、
予
約
の
前
に
仕
事
が

で
き
な
い
時
間
は
、
労
働
時
間
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
乗
務
員
に

は
何
の
対
価
も
な
く
、
今
後
の
最

低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
踏
ま
え
て

も
迎
車
・
予
約
料
金
が
必
要
だ
」、

「
今
こ
そ
『
タ
ク
シ
ー
を
呼
ぶ
の

は
タ
ダ
』
と
い
う
東
北
の
利
用
者

の
固
定
観
念
を
変
え
な
く
て
は
な

ら
な
い
」
と
訴
え
、
同
時
に
迎
車

料
金
な
ど
の
増
収
分
を
適
正
に
賃

金
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
強
く
求
め

ま
し
た
。

　

迎
車
料
金
等
の
認
可
申
請
は
個

別
に
各
社
が
行
う
も
の
で
す
が
、

収
支
が
赤
字
と
な
っ
て
い
る
必
要

が
あ
る
た
め
、
申
請
は
、
運
賃
改

定
の
前
か
、
運
賃
改
定
と
同
時
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。
労
働
者
の
声
で
事
業
者
の

決
断
を
後
押
し
し
て
、
賃
金
の
改

善
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。

全自交労連は次の参議院選挙で

　もりや たかし 参議院議員
� （私鉄総連組織内）
　きし まきこ 参議院議員
� （自治労組織内）
� の推薦を決定しています。

山形地本の遠藤栄二委員長（左）が山形県ハイヤー
協会の会長に要請書を提出

東北地連の仲間と、もりや議員（前列右から３人目）で決意固め

も
り
や
た
か
し
議
員

は
が
み
ち
や
議
員

関
澤
真
旅
客
二
課
長

静岡ハイタク連合会

伊豆の自治体議員
と意見交換
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